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2020 年度事業 進捗報告書（資⾦分配団体） 
 
● 提 出 ⽇ ： ２０２１年 11 ⽉ 19 ⽇ 
● 事 業 名 ： コロナ・災害常態の中の新しい災害対応準備  
● 資⾦分配団体 ： 特定⾮営利活動法⼈ジャパン・プラットフォーム 
 

①  実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時
期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

３重点地点における災害時
の連携先団体の確保 

3 重点地域内における、重点分
野別ネットワーク参加団体数 

3 重点地点にそ
れぞれに分野別
ネットワークが
できる 

助成事
業終了
時 

重点地域と設定した九州、中国・四
国、関東・甲信越・北陸の３地域の
いずれかを拠点もしくはスタート地
点としてネットワークづくりの着⼿
しはじめている。（具体的には、福岡
県、徳島県、岡⼭県） 

２ 

重点分野ごとの発災時（感
染症対策を含む）の連携に
関するマニュアルやガイド
ラインの整備 

分野ごとに汎⽤性のある、国内
どこで災害が起きても対応でき
る感染症対策を⾏ったうえで
の、重点分野ごとのマニュアル
や必要なガイドラインの策定 

3 重点分野それ
ぞれにマニュア
ルやガイドライ
ンができある 

助成事
業終了
時 

マニュアルやガイドラインを作成す
るために、関係する⼈・団体へのヒ
アリング等が進んでいる。 

２ 
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【⾮資⾦的⽀援】 
アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

３重点分野における参加団体の
国際基準（Sphere Standard）の理
解向上 

各分野参加団体のう
ち、国際基準に関する
研修会未参加団体の、
災害事業担当者なら
びに理事者の研修修
了者数 

参加団体全数の研修 助 成 事 業
終了時 

コロナ禍によりスフィ
ア・スタンダードの研
修実施回数が減少する
などの影響があった。 

３ 

３重点分野のネットワーク維持
のためにサポーターになりうる
連携先の発掘 

活動に対する問合わ
せ数 

３重点分野 助 成 事 業
終了時 

各分野の取り組む実⾏
団体の事業の形が明確
になってきた段階で、
企業等からの⽀援を受
ける可能性について検
討を始めようとしてい
る。 

２ 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

5. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
対⾯での議論、進捗確認等が困難になったことから、オンライン会議やメール等でのコミュニケーションを深めることに努めた。ただ、オ
ンラインでの会議が通常になったことで、リアル開催であればわざわさ⾜を運ばなかったであろう会議にも参加することが容易になったと
いうメリットもあった。 
6. 実⾏団体の進捗に関する報告 

 

 
③広報（※任意）  

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
●JPF ホームページ掲載 
https://www.japanplatform.org/contents/kyuminyokin/programs/support2020.html 
●JPF Facebook 掲載 
https://www.facebook.com/japanplatform/posts/3727347940684535 

 
2.広報制作物等  
3.報告書等 


